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令
和
３
年
６
月
に
新
た
な
森

林
・
林
業
基
本
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
林
業
・
木
材
産
業
の
持

続
性
を
高
め
な
が
ら
成
長
さ
せ
、

２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
見
据
え
た
豊
か
な
社
会

経
済
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

 

特
に
、
林
業
の
持
続
性
の
観

点
か
ら
、
伐
採
か
ら
再
造
林
、
保

育
の
収
支
を
プ
ラ
ス
に
す
る

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
関
し
て
は
、
北
海
道
は

全
国
に
先
駆
け
て
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
北
海
道
」
を
表
明
し
、
実
現

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
、

森
林
の
Ｃ
Ｏ

２

吸
収
源
と
し
て

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
海
外
か
ら
の
木
材
の

供
給
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
北
海
道
産
木
材
の

利
用
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
重
点
的
に
取

り
組
み
、
北
海
道
の
林
業
・
木
材

産
業
、
地
域
の
振
興
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
北

海
道
の
土
地
面
積
の
約
４
割
に

あ
た
る
３
０
４
万
ha

の
国
有

林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の

２
割
を
占
め
る
65

万
ha
の
人

工
林
で
は
、
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ

マ
ツ
等
が
資
源
と
し
て
成
熟
し
、

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
に
よ

る
地
域
振
興
や
循
環
型
社
会
の

構
築
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
利
用
期
を
迎
え
た
針
葉

樹
の
人
工
林
に
は
、
自
然
に
生

え
て
き
た
カ
バ
類
や
ナ
ラ
類
の

広
葉
樹
が
混
ざ
っ
た
も
の
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
人
工
林
に
つ
い

て
は
、
国
土
の
保
全
や
水
源
の

涵
養
な
ど
森
林
の
有
す
る
公
益

的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
で
き

る
よ
う
「
天
然
力
を
活
用
し
た

多
様
な
森
林
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
針
葉
樹
の
人
工

林
の
中
に
生
育
す
る
広
葉
樹
を

活
か
し
つ
つ
、
伐
採
と
植
栽
を

行
い
、
多
様
な
樹
種
、
林
齢
か
ら

な
る
森
林
へ
誘
導
し
ま
す
。
そ

し
て
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
交

し
た
森
林
を
育
て
る
こ
と
に
よ

り
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
多
様

な
樹
種
や
太
さ
の
木
材
の
供
給

を
目
指
し
ま
す
。 

ま
た
、
過
去
に
伐
採
や
植
付

け
な
ど
、
人
為
を
加
え
た
天
然

林
（
上
の
図
の
育
成
天
然
林
）
で

は
、
森
林
整
備
が
必
要
な
箇
所

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
箇
所
に
つ
い
て
、
森
林
の

現
況
に
応
じ
た
森
林
整
備
の
あ

り
方
を
検
討
し
、
天
然
林
整
備

に
お
け
る
新
た
な
指
針
を
作
成

し
ま
す
。 

令
和
５
年
度
か
ら
始
ま
る
森

林
整
備
の
計
画
に
、
こ
の
よ
う

な
整
備
を
行
う
箇
所
を
盛
り
込

み
、
計
画
的
に
森
林
整
備
が
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。 

持
続
的
な
林
業
の
実
現
に
は
、

伐
採
か
ら
再
造
林
、
保
育
ま
で

の
収
支
を
プ
ラ
ス
に
す
る
「
新

し
い
林
業
」
の
実
現
が
必
要
で

す
。 

令和４年度 

北海道森林管理局 重点取組事項 

「
新
し
い
林
業
」
の
展
開
に

向
け
た
取
組

多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

を
図
る
多
様
な
森
林
づ
く
り

の
取
組

【北海道森林管理局の HP もご覧ください】 

森林整備が必要な育成天然林 

天然生林・その他 
203 万 ha 

人工林 
65 万 ha 

育成天然林 
36 万 ha 

北海道の
国有林⾯積
304 万 ha

北海道国有林の人工林・育成天然林・

天然生林別面積 
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特
に
、
植
付
け
し
た
苗
木
が

サ
サ
な
ど
の
陰
に
な
ら
な
い
よ

う
に
行
う
下
刈
り
作
業
は
、
コ

ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
負

荷
も
高
い
た
め
、
林
業
の
担
い

手
の
確
保
の
障
害
に
も
な
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
伐
採
に
使
用
し

た
大
型
の
林
業
機
械
を
用
い
て

植
付
け
の
前
に
サ
サ
類
の
根
を

切
断
し
て
、
サ
サ
の
繁
茂
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
数
年
間
、
下

刈
り
が
省
略
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
下
刈
り
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
に
備
え
、
大
型
機
械

が
林
地
に
入
れ
る
よ
う,

、
苗
木

の
間
隔
を
空
け
て
植
栽
す
る
な

ど
、
大
型
機
械
に
よ
る
下
刈
り

を
可
能
に
す
る
こ
と
や
、
大
型

機
械
に
よ
る
作
業
方
法
を
検
討

す
る
な
ど
に
よ
り
、
森
林
整
備

コ
ス
ト
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

加
え
て
、
緩
効
性
肥
料
を
使

っ
た
コ
ン
テ
ナ
苗
や
大
苗
な
ど

の
使
用
に
よ
る
下
刈
り
の
回
数

の
削
減
や
省
略
に
つ
い
て
検
証

を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
人
工
林
が
主
伐
期
を

迎
え
て
お
り
、
再
造
林
に
向
け

た
苗
木
生
産
や
、
苗
木
生
産
の

た
め
の
遺
伝
的
に
優
れ
た
品
種

の
種
子
の
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、「
コ
ン
テ
ナ
苗
の

安
定
需
給
協
定
」
に
基
づ
く
苗

木
の
計
画
的
な
利
用
や
、
大
苗

の
試
用
に
よ
り
、
計
画
的
な
苗

木
生
産
と
苗
木
生
産
者
の
育
成

を
図
り
ま
す
。 

加
え
て
、
北
海
道
森
林
管
理

局
が
管
理
し
て
い
る
採
種
園
に

つ
い
て
、
光
環
境
の
改
善
の
た

め
の
母
樹
の
間
伐
や
、
種
子
を

採
取
す
る
た
め
に
用
い
る
高
所

作
業
車
等
の
導
入
に
向
け
た
路

網
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

種
子
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
受
け
た
世
界
経
済
の
変

化
や
海
外
情
勢
の
変
化
が
、
世

界
の
木
材
需
給
に
影
響
を
与
え

て
お
り
、
海
外
か
ら
の
木
材
供

給
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
北
海
道
産
木
材
の
供

給
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
丸

太
の
供
給
量
を
令
和
３
年
度
よ

り
も
１
割
増
や
し
ま
す
。 

ま
た
、「
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売
」
に
お
い
て
、
大
ロ
ッ
ト
の

物
件
に
よ
る
協
定
を
行
い
、
安

定
供
給
と
木
材
流
通
の
合
理
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
建
築
材

と
し
て
の
利
用
を
要
件
と
し
た

大
径
材
の
供
給
を
行
い
、
利
用

の
拡
大
と
高
付
加
価
値
化
に
よ

る
建
築
材
と
し
て
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

加
え
て
、
降
雪
の
影
響
無
く
、

年
間
を
通
じ
て
原
木
の
供
給
が

円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
中
間
土

場
を
整
備
し
ま
す
。 

外
国
産
広
葉
樹
の
輸
入
が
、

資
源
国
の
方
針
に
よ
り
、
難
し

く
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
国
内

の
広
葉
樹
を
育
成
し
つ
つ
、
安

定
的
な
供
給
を
望
む
声
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
有
林
の
広
葉
樹
伐

採
は
、
人
工
林
の
整
備
に
伴
い
、

針
葉
樹
林
内
に
生
育
す
る
も
の

が
主
体
で
あ
り
、
天
然
林
広
葉

樹
の
蓄
積
は
増
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
人

工
林
に
つ
い
て
は
、
広
葉
樹
資

源
の
育
成
を
図
る
た
め
、
天
然

力
を
活
用
し
た
多
様
な
森
林
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
過
去

に
伐
採
や
植
付
け
な
ど
が
行
わ

れ
た
天
然
林
に
つ
い
て
は
、
森

広
葉
樹
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
取
組

大型機械を用いてササの根を切断 大型機械を用いた下刈り 

コンテナ苗（トドマツ）

木
材
の
安
定
供
給
及
び
大
径

材
の
高
付
加
価
値
化
に
向
け

た
取
組

年間を通じた安定供給を目指した

中間土場の整備 

再造林費用（1ha 当たり）の現状 

地拵え
31万円

苗木代 36万円

植付 27万円
下刈
86万円

除伐 30万円

保育間伐・
搬出間伐

60万円
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林
の
現
状
に
応
じ
た
保
育
・
更

新
の
手
法
を
検
討
し
、
具
体
的

な
森
林
整
備
の
計
画
を
策
定
す

る
な
ど
、
広
葉
樹
の
安
定
供
給

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
広
葉
樹
の
加
工
技
術

の
向
上
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

パ
ル
プ
や
チ
ッ
プ
向
き
と
さ
れ

て
き
た
樹
種
や
中
小
径
木
を
有

効
に
活
用
す
る
動
き
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
丸
太
を
仕
分
け
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
付
加
価
値
の
高

い
木
材
製
品
に
向
け
て
供
給
し

ま
す
。 

近
年
、
道
内
に
お
い
て
も
台

風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

発
生
す
る
な
ど
、
気
象
災
害
が

激
甚
化
し
て
い
ま
す
。 

災
害
の
激
甚
化
・
同
時
多
発

化
に
対
し
て
は
、
円
滑
な
事
業

実
施
に
よ
る
事
業
効
果
の
早
期

発
現
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
山

地
災
害
危
険
地
区
等
の
緊
要
度

の
高
い
エ
リ
ア
等
に
お
い
て
、

森
林
の
防
災
・
保
水
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
治
山
施
設
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
国
土
交
通
省
の
「
流
域

治
水
」
の
取
組
に
つ
い
て
、
北
海

道
開
発
局
及
び
北
海
道
と
も
連

携
し
、
森
林
整
備
や
治
山
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。
森
林
土
木

の
現
場
で
は
、
高
齢
化
や
人
手

不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
森
林
土
木
工
事
の
現
場
は
、

奥
山
や
急
傾
斜
地
な
ど
厳
し
い

条
件
の
場
合
が
多
く
、
受
発
注

者
双
方
の
負
担
軽
減
や
安
全
確

保
の
推
進
が
重
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
工
事
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
写
真
測
量
や
３
次
元
デ
ー
タ

の
活
用
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用

に
取
り
組
み
ま
す
。

北
海
道
内
の
エ
ゾ
シ
カ
に
よ

る
農
林
業
被
害
額
は
、
ピ
ー
ク

時
よ
り
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
近
年
は
横
ば
い
か
ら
や
や

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
害
は
農
林
業
へ
の
影

響
は
も
と
よ
り
、
森
林
生
態
系

へ
の
影
響
や
交
通
事
故
の
増
加

な
ど
地
域
社
会
に
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
特
に
ジ
ビ
エ
活

用
が
可
能
な
地
域
に
お
い
て
は
、

囲
い
ワ
ナ
に
よ
る
生
体
捕
獲
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
と

連
携
し
、
国
有
林
を
有
害
鳥
獣

捕
獲
の
場
と
し
て
提
供
す
る
ほ

か
、「
く
く
り
ワ
ナ
」
の
貸
し
出

し
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
国
有
林

職
員
に
よ
る
「
く
く
り
ワ
ナ
」
を

用
い
た
捕
獲
や
自
動
カ
メ
ラ
や

Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像
識
別
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
こ
れ
ら
の

捕
獲
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。 

ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承
、
振
興

に
必
要
な
森
林
資
源
は
、
私
有

林
か
ら
は
確
保
し
に
く
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ア

イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
祭
具
の
材
料
と
な

る
林
産
物
の
採
取
な
ど
の
目
的

の
た
め
ア
イ
ヌ
共
用
林
野
の
設

定
が
市
町
村
に
お
い
て
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
ア
イ
ヌ
共
用
林

野
を
計
画
し
て
い
る
市
町
村
に

対
し
て
、
必
要
な
助
言
や
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
伝
承
、
振
興
に
向
け
、
地
元

市
町
村
等
の
要
望
に
応
じ
て
、

林
産
物
の
供
給
を
行
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
平
取
町
・
白
老
町
に

お
い
て
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
自

然
素
材
を
持
続
的
に
採
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
森
林
づ
く
り
の

た
め
、
関

係
機
関
と

連
携
し
て

取
り
組
み

ま
す
。 

北海道森林管理局所管国有林の蓄積量 

（百万 m
3） 
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200

300

400

500

1991 1996 2001 2006 2011 2016 2021

針葉樹 広葉樹

地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
向
け
た
取
組

ドローンによる測量と３次元データ 

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
低

減
に
向
け
た
取
組

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
に
向
け

た
森
林
づ
く
り
な
ど
の
取
組 AI によるエゾシカの画像認識 

丸木舟（チプ）用として 

供給されたカツラの大径木 
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【
は
じ
め
に
】 

北
海
道
森
林
管
理
局
が
管
理

す
る
国
有
林
は
、
約
３
０
４
万

ha
で
北
海
道
の
森
林
面
積
の

55
％
を
占
め
、
国
土
の
保
全
、

水
源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性
の

保
全
、
木
材
生
産
等
の
多
面
的

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ

せ
て
い
く
た
め
、
森
林
を
適
切

に
整
備
及
び
保
全
し
て
お
り
ま

す
。 生

物
多
様
性
の
保
全
に
関
し

て
、
国
有
林
で
は
保
護
林
を
設

定
し
、
森
林
生
態
系
や
稀
少
な

野
生
生
物
を
将
来
に
わ
た
り
持

続
的
に
保
護
・
管
理
し
て
い
く

た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
で
１

９
２
箇
所
（
令
和
３
年
度
末
現

在
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
保
護
林
制
度
の
概
要
】 

保
護
林
は
、
「
保
護
林
設
定

ニ
関
ス
ル
件
」
（
大
正
４
年
６

月
）
を
も
っ
て
発
足
さ
せ
た
制

度
で
、
以
来
、
学
術
研
究
、
貴

重
な
動
植
物
の
保
護
、
風
致
の

維
持
等
の
面
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
森
林
保
護
に
対
す

る
国
民
の
要
請
の
高
度
化
・
多

様
化
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し

た
取
扱
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、
近
年
の
生
物
多
様
性

保
全
に
関
す
る
科
学
的
知
見
や

保
護
地
域
の
管
理
手
法
の
進
歩
、

保
護
林
の
簡
素
で
効
率
的
な
管

理
体
制
の
構
築
の
必
要
性
等
を

踏
ま
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。 平

成

29
年
度
ま
で
の
保
護

林
は
、
７
つ
に
区
分
し
、
保
護
・

管
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
有
識

者
か
ら
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

森
林
生
態
系
や
個
体
群
の
持
続

性
に
着
目
し
た
分
か
り
や
す
く

効
果
的
な
保
護
林
区
分
の
導
入
、

簡
素
で
効
率
的
な
管
理
体
制
の

再
構
築
、
森
林
生
態
系
を
復
元

す
る
考
え
方
の
導
入
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
新
た
な
保
護
林
制

度
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
に

３
区
分
に
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
林
に
は
、
設

定
目
的
や
保
護
・
管
理
及
び
利

用
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
た

「
保
護
林
管
理
方
針
書
」
を
作

成
し
て
、
適
正
に
管
理
し
て
い

ま
す
。 

上：崕山(芦別市)、 
下：ﾚﾌﾞﾝｱﾂﾓﾘｿｳ(礼文町)

保護林区分の変遷 

【
用
語
説
明
】 

保護林区分ごとの基本的な考え方 
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【
狩
場
（
か
り
ば
）
山
地
周
辺

保
護
林
の
区
域
拡
充
に
つ
い
て
】 

 

狩
場
山
地
（
主
峰
で
あ
る
狩

場
山
は
標
高
１
，
５
１
９
ｍ
）

は
、
北
海
道
南
部
・
渡
島
半
島

の
付
け
根
の
日
本
海
側
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
周
辺
は
、
生
態

系
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
ブ
ナ

の
北
限
地
帯
で
あ
り
、
原
生
的

な
天
然
林
や
希
少
種
で
あ
る
ク

マ
ゲ
ラ
・
ク
マ
タ
カ
、
ま
た
高

山
植
物
（
希
少
植
物
含
む
）
の

分
布
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
域
拡
充
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
保
護
林
制
度
改
正
を
機

に
検
討
が
始
ま
り
、
令
和
元
年

度
に
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局

の
「
重
点
取
組
事
項
」
と
し
て
、

北
限
の
ブ
ナ
生
育
地
帯
で
あ
る

保
護
林
「
狩
場
山
地
須
築
川
源

流
部
森
林
生
態
系
保
護
地
域

（
面
積
２
，
７
３
２
ha
）
」
に

つ
い
て
、
周
辺
の
原
生
的
な
森

林
と
一
体
的
に
保
護
す
る
た
め
、

区
域
の
大
幅
な
拡
充
に
向
け
取

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護

林
の
設
定
や
保
全
管
理
を
審
議

す
る
「
北
海
道
森
林
管
理
局
保

護
林
管
理
委
員
会
（
委
員
は
、

森
林
・
林
業
や
自
然
環
境
に
関

す
る
専
門
家
か
ら
な
る
10
名

で
構
成
）
」
に
お
い
て
、
意
見

を
伺
い
進
め
ま
し
た
。
現
地
調

査
に
つ
い
て
は
、
委
託
契
約
に

よ
り
令
和
元
年
～
２
年
度
に
渡

り
実
施
し
、
①
生
態
系
の
重
要

な
要
素
、
②
重
要
な
要
素
の
分

布
推
定
（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ

プ
作
成
）
な
ど
の
デ
ー
タ
整
理

を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、令
和
元
年
９
月
に
は
、

保
護
林
管
理
委
員
会
に
よ
る
現

地
検
討
会
を
開
催
し
、
「
保
護

林
の
目
的
や
意
義
を
改
め
て
整

理
し
、
拡
充
の
意
義
付
け
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
、「
石

灰
岩
地
帯
に
見
ら
れ
る
地
域
固

有
の
生
物
群
集
を
有
す
る
大
平

山
周
辺
も
区
域
に
含
め
る
べ
く

検
討
を
」
な
ど
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
、
設
定
目
的
の
整
理
や
区

域
案
の
編
成
作
業
を
行
い
、
令

和
３
年
11
月
に
開
催
し
た
「
保

護
林
管
理
委
員
会
」
に
お
い
て
、

保
護
林
を
大
幅
に
拡
充
（
面
積

３
６
，
４
８
３
ha
）
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

保
護
林
区
域
は
、
４
箇
所
の

既
存
保
護
林
を
統
合
す
る
ほ
か
、

①
狩
場
茂
津
多
道
立
自
然
公
園

（
北
海
道
指
定
）
、
②
大
平
山

自
然
環
境
保
全
地
域
（
環
境
省

指
定
）
を
含
み
、
①
せ
た
な
町
、

②
今
金
町
、
③
島
牧
村
が
該
当

町
村
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
正

式
に
は
、
森
林
計
画
制
度
に
基

づ
く
変
更
手
続
き
を
経
て
、
確

定
し
ま
す
。
（
令
和
５
年
４
月

を
予
定
。
） 

【
お
わ
り
に
】 

国
有
林
野
は
、
国
土
保
全
上

重
要
な
奥
地
脊
梁
山
地
や
水
源

地
域
に
広
く
分
布
す
る
と
と
も

に
、
人
工
林
や
原
生
的
な
天
然

生
林
等
の
多
様
な
生
態
系
を
有

す
る
な
ど
、
国
民
生
活
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、
「
生
物
多
様
性

保
全
の
観
点
か
ら
、
渓
流
沿
い

等
の
森
林
を
保
全
す
る
な
ど
施

業
上
の
配
慮
を
行
う
ほ
か
、
原

生
的
な
天
然
生
林
や
希
少
野
生

生
物
が
生
育
・
生
息
す
る
森
林

を
保
護
林
と
し
て
適
切
に
保

護
・
管
理
す
る
。
」
と
明
記
し

て
い
ま
す
。 

 

今
後
に
つ
い
て
も
、
今
回
紹

介
し
た
「
狩
場
山
地
周
辺
保
護

林
の
区
域
拡
充
」
で
の
取
組
み

を
は
じ
め
、
保
護
林
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
森

林
生
態
系
の
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す
。 

狩場山のブナを主体とした広葉樹林 

保存地区

保全利⽤地区

渡島森林管理署

後志森林管理署

管
轄

ブナの現況 

現地検討会の様子（島牧村） 
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後
志
森
林
管
理
署
の
美
し
の

森
「
ニ
セ
コ
・
神
仙
沼
自
然
休

養
林
」
は
、
北
海
道
共
和
町
と

倶
知
安
町
に
位
置
し
ま
す
。
ニ

セ
コ
は
世
界
的
に
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、

神
仙
沼
（
し
ん
せ
ん
ぬ
ま
）
の

由
来
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
知

ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。 

神
仙
沼
は
北
海
道
共
和
町
に

あ
る
面
積
約
１
・
２
ha
ほ
ど
の

小
さ
な
沼
で
、
水
深
は
平
均
１
・

３
ｍ
で
す
。 

昭
和
３
年
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
生
み
の
親
で
あ
る
下
田
豊
松

一
行
が
青
少
年
の
訓
練
地
を
求

め
る
途
中
で
見
つ
け
た
も
の
で
、

独
特
の
青
色
し
た
湖
面
に
湿
原

性
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
逆
さ
に
映

り
、
別
世
界
へ
来
た
よ
う
な
景

観
と
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
の
ま

れ
「
皆
が
神
、
仙
人
の
住
み
た

ま
う
所
」
の
印
象
か
ら
下
田
氏

等
に
よ
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。 

沼
周
辺
は
高
層
湿
原
（
分
解

さ
れ
ず
堆
積
し
た
泥
炭
が
多
量

に
蓄
積
さ
れ
周
囲
よ
り
高
く
な

っ
た
た
め
雨
水
の
み
で
維
持
さ

れ
て
い
る
湿
原
）
が
、
約
４
・

２
ha
ほ
ど
広
が
っ
て
お
り
、
湿

原
保
護
の
た
め
周
囲
に
木
道
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
山
未

経
験
者
で
も
歩
け
る
木
道
は
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
約
１
km
、
徒

歩

15
～

20
分
ほ
ど
で
神
仙
沼

ま
で
到
達
で
き
ま
す
。

木
道
は
湿
気
の
影
響
で
少
し

ず
つ
腐
朽
が
進
み
ま
す
が
歩
行

時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
毎
年
、

ニ
セ
コ
・
神
仙
沼
自
然
休
養
林

保
護
管
理
協
議
会
で
の
交
付
金

や
募
金
、
さ
ら
に
は
美
し
の
森

の
整
備
予
算
の
活
用
等
で
、
傷

ん
だ
板
等
を
整
備
し
て
い
ま
す
。 

木
道
を
歩
け
る
の
は
６
月
上

旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
、
写
真

の
花
は
６
月
に
撮
影
し
た
ミ
ツ

ガ
シ
ワ
で
す
。 

こ
の
ほ
か
に
も
、
モ
ウ
セ
ン

ゴ
ケ
、
チ
ン
グ
ル
マ
、
８
月
に

は
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ウ
メ
バ
チ

ソ
ウ
等
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
９

月
に
は
紅
葉
が
始
ま
り
、
春
・

夏
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
の
風
景
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10

月
中
旬
に
は
降
雪
し
始

め
ま
す
。
冬
の
間
降
り
続
い
た

雪
は
４
ｍ
以
上
に
も
達
し
、
３

月
に
は
、
６
月
の
山
開
き
に
向

け
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
森
林

管
理
署
職
員
が
協
力
し
て
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
等
の
雪
下
ろ
し
や
駐

車
場
の
融
雪
剤
散
布
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
喫
茶
・
軽

食
が
可
能
な
ほ
か
、
岩
内
方
面

を
望
め
る
展
望
台
や
売
店
・
ト

イ
レ
も
完
備
で
す
。
帰
り
は
道

道

66
号
線
を
岩
内
方
面
に
進

め
ば
岩
内
の
町
並
み
と
日
本
海

を
眺
望
で
き
、
反
対
の
倶
知
安

方
面
に
進
め
ば
、
雪
秩
父
温
泉

や
五
色
温
泉
が
あ
り
、
疲
れ
た

体
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

後
志
方
面
に
お
出
か
け
の
際

は
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
セ
ス

〇
公
共
交
通
機
関
の
場
合
（
一
部

の
路
程
に
車
を
利
用
） 

・
札
幌
駅
（
JR
函
館
本
線
：
約
３

時
間
）
→
ニ
セ
コ
駅
（
五
色
温
泉

バ
ス
：
約
１
時
間
）
→
神
仙
沼 

※
五
色
温
泉
バ
ス
は
、
ハ
イ
シ
ー

ズ
ン
（
７
月
及
び
９
月
～

10
月
の

土
日
祝
、
８
月
毎
日
）
の
み
運
行 

・
札
幌
（
都
市
間
バ
ス
「
高
速
い

わ
な
い
号
（
北
海
道
中
央
バ
ス
）
」：

約
２
時
間
20
分
）
→
共
和
（
車
：

約
30
分
）
→
神
仙
沼 

〇
車
の
場
合 

・
札
樽
自
動
車
道 

小
樽
IC
→
神

仙
沼
（
約
１
２
０
km
、
約
２
時
間

20
分
） 

ニ
セ
コ
・
神
仙
沼
自
然
休
養
林

神仙沼 

ミツガシワ

木道上を散策する観光客 

サワギキョウ
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留
萌
北
部
森
林
管
理
署
は
、

日
本
海
に
面
し
た
留
萌
地
方
最

北
の
天
塩
町
に
所
在
し
て
い
ま

す
。 平

成
20

年
３
月
に
落
成
し
た

現
在
の
庁
舎
は
、
次
の
６
点
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
基
本
と
し
て
、

道
産
材
の
カ
ラ
マ
ツ
や
ナ
ラ
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
建
築
さ

れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
の
１
点
目

と
し
て
は
、
「
町
並
み
に
と

け
込
ん
だ
『
レ
ン
ガ
調
の
外

観
』」
で
す
。
こ
れ
は
、
庁
舎

と
隣
接
し
て
い
る
天
塩
川

歴
史
資
料
館
（
旧
天
塩
町
役

場
庁
舎
（
昭
和
26

年
建
築
）
）

が
赤
レ
ン
ガ
調
で
あ
り
、
ま

た
、
庁
舎
向
か
い
の
稚
内
信

用
金
庫
天
塩
支
店
、
北
海
道

新
聞
天
塩
支
局
も
赤
レ
ン

ガ
調
に
建
築
さ
れ
て
お
り
、

天
塩
町
で
は
「
赤
レ
ン
ガ
通

り
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
外
壁
は
赤
レ
ン
ガ
調

を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

２
点
目
は
、
「
玄
関
壁
材
に

『
管
内
町
村
（
４
町
１
村
）
の

木
』」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
当
時
管
轄
し
て
い
た
４

町
１
村
（
現
在
は
３
町
１
村
）
の

木
を
組
み
合
わ
せ
て
正
面
玄
関

の
内
装
に
使
用
し
て
い
る
も
の

で
す
。
各
町
村
の
木
は
、
ア
カ
エ

ゾ
マ
ツ
＝
幌
延
町
（
現
在
は
宗

谷
署
管
内
）、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

＝
天
塩
町
、
シ
ラ
カ
バ
＝
遠
別

町
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
＝
初
山
別
村
、

イ
チ
イ
＝
羽
幌
町
と
な
っ
て
い

ま
す
。

３
点
目
は
、「
構
造
材
は
迫
力

の
あ
る
『
大
断
面
集
成
材
』
」
と

し
て
、
特
に
柱
や
梁
は
北
海
道

産
の
カ
ラ
マ
ツ
の
大
断
面
集
成

材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

４
点
目
は
、
「
使
用
木
材
は
、

す
べ
て
『
フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
（
合
法

材
）
』」
と
し
て
い
ま
す
。 

５
点
目
は
、「
人
に
優
し
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
」
と
し
て
、
玄

関
、
ト
イ
レ
な
ど
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

６
点
目
は
、「
地
球
環
境
に
優

し
い
『
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
』
」

を
設
置
し
、
道
産
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
の
使
用
を
通
じ
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
ま
す
。

主
な
木
材
使
用
量
は
、
柱
・
梁

に
カ
ラ
マ
ツ
を
約
４
０
㎥
、
屋

根
・
壁
下
地
に
エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド

マ
ツ
を
約
６
０
㎥
、
床
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
に
ナ
ラ
を
約
６
㎥
（
約

３
７
０
㎡
）、
腰
壁
羽
目
板
に
カ

ラ
マ
ツ
を
約
２
㎥
（
約
１
８
０

㎡
）、
建
具
・
枠
と
し
て
シ
ナ
合

板
を
約
２
㎥
（
約
４
７
０
㎡
）
と

木
材
を
多
く
使
用
し
て
お
り
、

木
材
使
用
量
の
合
計
は
約
１
１

０
㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
内
の
各
部
屋
へ

の
出
入
り
口
は
す
べ
て
引
き
戸

に
な
っ
て
お
り
、
少
し
和
風
な

雰
囲
気
も
醸
し
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
環
境
で
勤
務
し

て
い
る
職
員
は
、
普
段
か
ら
執

務
中
も
室
内
の
木
材
が
目
に
入

る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
全
体
か
ら

温
か
み
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。 

木
の
部
分
は
、
年
を
追
う
ご

と
に
風
合
い
が
熟
成
し
、
こ
れ

ま
で
勤
務
し
て
き
た
先
輩
達
が

少
し
ず
つ
残
し
て
い
っ
た
小
さ

な
キ
ズ
な
ど
を
目
に
す
る
と
職

員
と
同
様
に
庁
舎
も
年
輪
が
ひ

と
つ
ず
つ
増
え
て
い
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

新
築
か
ら
14
年
ほ
ど
経
過

し
、
日
本
海
か
ら
７
０
０
ｍ
と

い
う
立
地
で
厳
し
い
風
雪
を
受

け
、
今
年
の
冬
は
一
部
雨
漏
り

が
あ
っ
た
と
と
も
に
玄
関
に
使

用
し
て
い
る
カ
ラ
マ
ツ
は
年
季

を
感
じ
さ
せ
る
味
も
出
て
き
た

こ
と
か
ら
、
本
格
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
う
時
期
に
な
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
木
材
の

経
年
変
化
の
風
合
い
を
残
し
な

が
ら
手
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

知
恵
を
絞
っ
て
、
今
後
、
維
持
・

管
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
先
輩
達
か
ら
引
き

継
い
で
き
た
こ
の
木
造
（
赤
レ

ン
ガ
調
）
庁
舎
を
今
後
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し

た
森
林
づ
く
り
に
励
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

庁 舎 

廊 下 

事務室 

玄関ホールの壁 

【
留
萌
北
部
森
林
管
理
署
】

我
が
署
・
木
造
建
築
紹
介
！ 
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網
走
南
部
森
林
管
理
署
庁
舎

は
、
平
成
16
年
１
月
に
完
成
し
、

今
年
で
築
18
年
と
な
り
ま
し

た
。 構

造
は
木
造
平
屋
建
て
、
カ

ラ
マ
ツ
製
材
48
・
３
㎥
、
カ
ラ

マ
ツ
集
成
材
７
・

７

㎥
が
使
わ
れ

て
お
り
、
特
徴
と

し
て
、
シ
ン
プ
ル

な
形
の
集
合
体

と
し
て
平
面
設

計
を
行
っ
た
結

果
、
自
由
で
特
徴

の
あ
る
平
面
と

な
り
ま
し
た
。 

外
観
は
正
面

に
大
き
な
ト
ラ

ス
（
三
角
形
を
構

成
し
た
骨
組
）
を

構
成
し
、
柱
に
は

地
元
小
清
水
産
の
イ
チ
イ
（
オ

ン
コ
）
を
使
用
、
全
体
的
に
は
、

石
目
調
と
木
製
パ
ネ
リ
ン
グ
仕

上
げ
、
屋
根
は
勾
配
屋
根
と
し

て
雪
が
落
ち
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
風
除
室
で
外
部
と
内
部

空
間
と
を
区
別
し
て
い
ま
す
。 

事
務
室
は
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
ー
を

採
用
し
、
配
線
の
簡
素
化
を
図

り
、
自
由
な
空
間
と
し
て
い
ま

す
。 

吹
き
抜
け
に
よ
り
、
事
務
室

空
間
の
広
が
り
が
確
保
さ
れ
る

と
と
も
に
、
ハ
イ
サ
イ
ド
ラ
イ

ト
を
設
け
て
、
直
射
日
光
で
は

な
く
、
吹
き
抜
け
を
明
る
く
す

る
た
め
と
、
季
節
よ
り
異
な
る

陽
の
光
と
風
が
感
じ
ら
れ
る
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

会
議
室
は
小
会
議
室
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
中
間
に
可
動

間
仕
切
り
壁
を
設
け
会
議
の
内

容
や
使
用
目
的
に
合
わ
せ
、
３

種
類
の
照
明
が
使
い
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

網
走
南
部
森
林
管
理
署
は
、

北
海
道
北
東
部
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
面
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
管
内
の
南
東
側
に
位
置

し
、
東
側
は
知
床
半
島
、
南
側

は
阿
寒
湖
に
接
す
る
ま
で
の
斜

里
町
、
清
里
町
、
小
清
水
町
、

網
走
市
、
大
空
町
、
美
幌
町
、

津
別
町
の
１
市
６
町
に
ま
た
が

る
地
域
の
国
有
林
約
14
万
ha

を
管
轄
し
て
い
ま
す
。 

管
内
の
国
有
林
に
は
、
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

知
床
を
は
じ
め
、
知
床
国
立
公

園
、
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
、
網

走
国
定
公
園
、
斜
里
岳
道
立
自

然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地

域
が
あ
り
、
小
清
水
原
生
花
園
、

神
の
子
池
、
小
清
水
高
原
（
藻

琴
山
）
、
美
幌
峠
、
知
床
峠
、
斜

里
岳
、
羅
臼
岳
な
ど
の
風
光
明

媚
な
景
勝
地
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
、
森
林
と
の
ふ

れ
あ
い
や
生
物
多
様
性
の
保
全
、

原
生
的
な
天
然
林
の
保
全
な
ど
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増

進
を
図
る
た
め
森
林
の
適
切
な

管
理
・
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。 

【
網
走
南
部
森
林
管
理
署
】

我
が
署
・
木
造
建
築
紹
介
！ 

庁 舎 

事務室 事務室（吹き抜け） 

会議室 
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【
支
笏
湖
と
森
林
事
務
所
】  

北
海
道
の
空
の
玄
関
口
、
新

千
歳
空
港
の
あ
る
千
歳
市
の
市

街
か
ら
清
流
千
歳
川
に
沿
い
、

ミ
ズ
ナ
ラ
・
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
深

緑
の
森
の
中
を
貫
く
一
本
道

「
支
笏
湖
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
」（
約

２1

km
）
を
駆
け
抜
け
、
支
笏
湖

温
泉
街
の
賑
わ
い
か
ら
少
し
だ

け
離
れ
た
場
所
に
ひ
っ
そ
り
と

佇
む
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
建
物
が

「
支
笏
森
林
事
務
所
」
で
す
。

こ
こ
で
は
支
笏
湖
を
ぐ
る
っ
と

囲
む
１
万
４
千
ha
に
及
ぶ
広

大
な
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま

す
。 私

が
森
林
官
と
し
て
山
の
上

か
ら
毎
日
眺
め
て
い
る
支
笏
湖

は
日
本
一
の
水
質
を
誇
り
、
非

常
に
優
れ
た
自
然
景
観
を
も
つ

支
笏
洞
爺
国
立
公
園
に
属
す
る

カ
ル
デ
ラ
湖
で
、
年
間
約
百
万

人
が
訪
れ
る
観
光
地
で
あ
り
な

が
ら
、
全
域
で
動
力
船
の
乗
入

れ
を
原
則
禁
止
と
し
、
ま
た
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」
と

し
て
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
「
静
か
な
観

光
地
」
と
し
て
の
側
面
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
す
。 

【
自
然
の
中
で
の
毎
日
】 

こ
の
様
な
す
ば
ら
し
い
自
然

環
境
の
下
、
森
林
官
の
主
な
仕

事
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

台
風
被
害
を
受
け
た
森
林
を
再

生
す
る
た
め
の
造
林
事
業
や
生

育
途
中
の
人
工
林
の
間
伐
事
業

の
監
督
や
検
査
。
冬
は
深
い
笹

藪
が
真
っ
白
な
雪
に
覆
わ
れ
て

歩
き
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、

森
林
調
査
を
行
う
た
め
、
山
岳

登
坂
用
の
ゾ
ン
メ
ル
ス
キ
ー
を

駆
使
し
て
山
奥
へ
分
け
入
り
、

森
林
計
画
策
定
に
必
要
な
森
林

の
現
況
等
を
調
べ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
連
絡
調
整
や
交
流
も
大
切

な
仕
事
で
す
。
地
域
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
達
を
山
に
案
内
す

る
「
森
林
教
室
」
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

【
ヒ
グ
マ
に
会
わ
な
い
た
め
に
】

 

一
方
、
豊
か
な
森
は
野
生
動

物
た
ち
の
す
み
か
で
も
あ
り
ま

す
。
森
へ
入
る
際
に
は
ヒ
グ
マ

へ
の
挨
拶
（
遭
遇
防
止
）
を
か

ね
て
歌
を
口
ず
さ
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
つ
い
先
日
、「
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
」の
主
題
歌
の「
こ

の
世
は
で
っ
か
い
宝
島
」
の
く

だ
り
を
全
力
で
歌
っ
て
い
た
ら
、

熊
さ
ん
で
は
な
く
釣
り
人
の
方

に
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
（
汗
）。
光
栄
な
こ
と
で

す
が
、
も
し
、
支
笏
湖
で
歌
声

が
聞
こ
え
て
き
た
ら
、
そ
っ
と

し
て
お
い
て
も
ら
え
る
と
幸
い

で
す
（
笑
）。 

【
山
官
と
し
て
守
り
た
い
も
の
】 

「
山
官
（
や
ま
か
ん
）」
と
い

う
の
は
国
有
林
職
員
の
俗
称
な

の
で
す
が
、「
○
○
官
」
と
い
う

仕
事
に
共
通
す
る
の
は
、
何
か

を
守
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
支

笏
湖
に
お
い
て
、「
山
官
」
で
あ

る
私
は
国
民
の
大
切
な
財
産
で

あ
る
国
有
林
を
守
る
た
め
、
ル

ー
ル
を
破
る
方
々
に
は
時
に
は

厳
し
く
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
日

も
「
山
官
」
と
し
て
森
の
中
に

い
ま
す
。
こ
の
支
笏
湖
の
素
晴

ら
し
い
自
然
の
中
で
皆
さ
ん
と

良
い
形
で
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

石狩森林管理署 
支笏森林事務所 

森林官 成澤 潤一

支笏森林事務所 

スキーを履いて 

森林調査 

支笏の子ども達と楽しい森林教室 

湖畔の森から「山の神様」は 

見ていますよ 
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猿
払
道
の
駅
風
雪
の
塔 

【
猿
払
村
の
紹
介
】 

鬼
志
別
森
林
事
務
所
は
、「
猿

払
村
」
に
所
在
し
、
稚
内
市
を

含
め
約
１
万
５
千
ha
を
管
理

し
て
い
ま
す
。 

猿
払
村
は
日
本
最
北
端
の
村

で
あ
る
宗
谷
総
合
振
興
局
管
内

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
西
は
丘
陵
性

山
地
を
境
に
豊
富
町
、
南
は
幌

延
町
、
浜
頓
別
町
、
北
は
稚
内

市
に
隣
接
し
て
お
り
、
人
口
約

２
千
６
百
人
、
面
積
は
道
内
の

村
で
最
大
の
５
万
９
千
ha
を

有
し
、
そ
の
う
ち
森
林
面
積
は

約
４
万
５
千
ha
、
浜
頓
別
森
林

事
務
所
と
併
せ
て
約
２
万
ha

が
国
有
林
で
す
。 

猿
払
村
は
酪
農
・
水
産
業
が

重
要
な
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
地
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
が
牧
草
地
で
、
土
地
基
盤

を
活
か
し
た
酪
農
専
業
地
域
が

広
が
っ
て
い
て
乳
牛
が
飼
育
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
産
業

は
天
然
ホ
タ
テ
水
揚
げ
量
日
本

一
を
誇
っ
て
お
り
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
の
大
自
然
の
恩
恵
を
受
け

た
「
さ
る
ふ
つ
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
猿
払
村
の
産
業
振
興
に
大

き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。 

【
イ
ト
ウ
の
生
息
環
境
の
保
全
】 

猿
払
村
内
の
河
川
に
は
日
本

最
大
の
淡
水
魚
で
、
国
際
自
然

保
護
連
合
と
環
境
省
が
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
す
る
イ
ト
ウ
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
イ
ト
ウ
は
河

川
源
流
で
産
卵
を
行
い
、
幼
魚

期
を
そ
の
源
流
で
過
ご
し
て
水

生
昆
虫
を
補
食
し
、
成
魚
に
な

る
と
下
流
へ
移
動
し
て
小
魚
等

を
補
食
し
始
め
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
習
性
を
踏
ま
え
て
国
有
林

で
は
特
に
産
卵
期
間
（
お
お
む

ね
４
月
～
５
月
）
の
伐
採
等
の

作
業
は
実
施
し
な
い
な
ど
イ
ト

ウ
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
た
施

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
森
林
官
と
し
て
の
業
務
】 

主
な
業
務
は
春
か
ら
秋
に
か

け
て
管
轄
区
域
の
林
野
及
び
林

道
の
巡
視
、
各
種
事
業
の
監
督

業
務
、
エ
ゾ
シ
カ
簡
易
影
響
調

査
、
境
界
の
巡
視
等
を
行
っ
て

お
り
、
冬
は
森
林
現
況
把
握
の

た
め
の
地
況
・
林
況
調
査
を
ス

ノ
ー
モ
ビ
ル
と
ス
キ
ー
を
駆
使

し
て
調
査
対
象
区
域
内
の
標
準

と
な
る
箇
所
に
一
定
面
積
の
区

域
を
設
定
し
区
域
内
の
全
樹
木

を
一
本
毎
に
樹
種
名
、
樹
高
、

胸
高
直
径
を
調
査
し
、
調
査
地

内
の
現
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。 

【
最
後
に
】 

猿
払
村
に
着
任
し
て
２
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
鬼

志
別
森
林
事
務
所
は
森
林
官
一

人
の
事
務
所
の
た
め
近
隣
す
る

森
林
事
務
所
等
と
連
携
し
て
業

務
を
遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
近

隣
す
る
森
林
事
務
所
等
と
連
携

し
な
が
ら
業
務
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

宗谷森林管理署 
鬼志別森林事務所 

首席森林官 村井 義明 

猿払道の駅 風雪の塔 

産卵時期のイトウの様子 

地林況調査の様子 11



日
高
町
で
生
活
し
て
早
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
は
私
の

身
近
に
あ
る
、
日
高
山
脈
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
日
高
町
は
、

日
高
振
興
局
管
内
北
部
の
日
高

山
脈
の
麓
に
位
置
し
て
お
り
、

急
峻
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
日
高
山
脈
を
挟

ん
で
東
隣
り
に
は
、
真
っ
平
ら

な
十
勝
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
地
形

が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
理
由
は
、
北
海
道
の
成

り
立
ち
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
東
部
と
西
部
は
、
大

昔
は
北
米
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ

シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
上
に
離
れ
て

乗
っ
て
い
た
陸
地
で
し
た
。
今

か
ら
約
４
，
０
０
０
万
年
前
に
、

そ
れ
ら
の
陸
地
同
士
が
衝
突
し

現
在
の
北
海
道
の
土
台
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
か
ら

約
１
，
３
０
０
万
年
前
に
十
勝

側
の
北
米
プ
レ
ー
ト
が
、
日
高

側
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の

上
に
乗
り
上
げ
な
が
ら
衝
突
し
、

現
在
の
急
峻
な
日
高
山
脈
と
平

ら
な
十
勝
平
野
が
で
き
ま
し
た
。 

プ
レ
ー
ト
が
乗
り
上
げ
な
が

ら
衝
突
し
た
こ
と
で
、
地
中
深

く
に
あ
る
マ
ン
ト
ル
の
一
部
が

地
上
へ
突
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
日
高
山
脈
で
は
、
マ

ン
ト
ル
由
来
の
岩
石
で
あ
る
か

ん
ら
ん
岩
や
蛇
紋
岩
な
ど
が
地

上
に
む
き
出
し
て
見
ら
れ
る
箇

所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
岩
石
に
は
、
植
物
の
生
育
を

阻
害
す
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
、

有
毒
な
ニ
ッ
ケ
ル
等
の
重
金
属

を
含
み
、
普
通
の
植
物
が
生
育

し
に
く
い
土
壌
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
そ
の
様
な
土
壌
に
適

応
し
、
特
異
的
に
生
育
す
る
植

物
を
蛇
紋
岩
植
物
と
呼
ん
で
お

り
、
母
岩
が
か
ん
ら
ん
岩
や
蛇

紋
岩
の
場
所
に
共
通
し
て
国
内

で
広
く
分
布
す
る
種
も
い
れ
ば
、

山
域
ご
と
に
生
息
が
限
ら
れ
固

有
種
と
な
っ
て
い
る
種
も
い
ま

す
。
日
高
山
脈
に
は
、
日
高
山

脈
や
そ
の
周
辺
の
限
ら
れ
た
場

所
に
分
布
す
る
蛇
紋
岩
植
物
が

多
く
生
育
し
て
い
ま
す
。 

蛇
紋
岩
植
物
の
１
つ
に
、
ユ

キ
バ
ヒ
ゴ
タ
イ
と
い
う
植
物
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
植
物
は
、
日

高
山
脈
と
夕
張
岳
に
分
布
し
て

お
り
、
か
ん
ら
ん
岩
や
蛇
紋
岩

が
風
化
し
た
砂
礫
の
風
衝
地
に

生
息
し
て
い
ま
す
。
開
花
期
は

夏
で
、
管
内
で
は
北
戸
蔦
別
岳

か
ら
戸
蔦
別
岳
の
稜
線
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

最
後
に
、
日
高
山
脈
周
辺
に

の
み
に
分
布
す
る
ヒ
ダ
カ
ト
リ

カ
ブ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

植
物
は
、
沢
筋
な
ど
の
湿
っ
た

環
境
で
見
ら
れ
ま
す
。
エ
ゾ
ノ

ホ
ソ
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
と
い
う
と

て
も
似
て
い
る
植
物
が
あ
り
、

雌
し
べ
に
毛
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
こ
と
で
種
を
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
種

に
は
、
基
本
的
に
は
毛
が
無
く

あ
っ
て
も
疎
ら
で
す
。
ト
リ
カ

ブ
ト
の
仲
間
に
は
毒
が
あ
り
、

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
根
か
ら

毒
を
抽
出
し
、
矢
に
塗
り
付
け

狩
り
に
使
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

日
高
山
脈
に
は
、
手
付
か
ず

の
自
然
が
多
く
残
り
、
様
々
な

貴
重
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
大
地
の
成
り
立
ち
を
感

じ
に
、
一
度
は
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

第 19 話 

日高北部森林管理署 

大室 諒太 

右奥は幌尻岳 左の戸蔦別（とった
べつ）岳周辺はかんらん岩が露出

幌尻（ぽろしり）岳山頂から見る
十勝平野と日高山脈 

ユキバヒゴタイ

ヒダカトリカブト
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【北海道森林管理局】 
北海道森林管理局では、「漫画で学ぶ森林・林

業・木材産業の魅力」と題し、ホームページにて漫
画やイラストを掲載しています。 

この度スギから生まれた希望の新素材「改質リ
グニン」を紹介する漫画を公開開始しました。「改
質リグニン」とは、日本固有種であるスギから抽
出された成分で、自動車のボンネットやタッチセ
ンサー、電子デバイスなど様々な工業製品への活
用が期待されています。ナビゲーターであるリグ
ニンジャーと一緒に、漫画で楽しく森から生まれ
る新技術について学んで「ウッド・チェンジ！」
(みぢかな生活に木材を取り入れる)
の輪を広げましょう。

ホームページではこの他にも
「北の森漫画」や紙芝居アニメー 
ション「シンタローのぼうけん」、
北海道の樹木を紹介する「北海道
の木のえほん」等を公開中です。

【北空知支署】

令和 4 年 2 月 28 日（月）、幌加内町立朱鞠内

小学校の「わんぱくの森」において、今年度最後と

なる冬の森林環境教育を実施しました。 

朱鞠内小学校は、総合的な学習の時間として、

年 4 回森林環境教育を実施しています。今回は、

全校児童 8 名、教職員 3 名が参加し、当支署から

7 名の職員のサポートにより実施しました。 

当日の気温はマイナス 5 度です。マイナス 20

度を超えることも珍しくない朱鞠内では天候に恵

まれたなかでの開催となりました。児童たちは履

き慣れないスノーシューでの歩行に悪戦苦闘しな

がら、楽しそうにわんぱくの森へ移動しました。 

最初に、わんぱくの森の中を散策しながら「ウ

ィンタービンゴ（フィールドビンゴ）」を行いまし

た。また、「動物のあしあと」「雪の結晶」「赤っぽ

い冬芽」などを一緒に散策や観察を行いました。 

 
 

【北海道森林管理局】 
国有林間伐・再造林推進コンクールは、国有

林野事業で実施した間伐、主伐・再造林及び立

木販売を対象に、法令の遵守、安全確保の取組

及び担い手の育成に積極的に取り組むととも

に、生産性の向上や生産コストの低減を達成し

た優れた事例を表彰するものです。その結果を

公表することにより間伐の一層の効率化、再造

林コストの低減等の具体的な取組を示し、その

取組を民有林も含めて広く普及していくことを

目的としています。 

今年度は、搬出間伐部門において株式会社旭

友興林より応募があった「高性能林業機械を最

大限活用した低コスト列状間伐」が北海道森林

管理局長より表彰されました。 

表彰式は、令和 4 年 3 月 15 日（火）に北海

道森林管理局において開催されました。 

朱鞠内小学校で 
冬の森林環境教育 
を実施 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

令和３年度 
国有林間伐・再造林 
推進コンクール 

【石狩森林管理署】

令和 4 年 3 月 29 日（火）、千歳市役所におい

て、千歳アイヌ協会及び千歳アイヌ文化伝承保存

会が同席の下、千歳市と石狩森林管理署によるア

イヌ共用林野契約締結式が行われました。

同契約は、千歳市内の国有林約 2,500ha の区

域を共用林野に設定し、区域内においてツルウメ

モドキ、ヤマブドウ等の「つる類」、イケマ、ナギ

ナタコウジュ等の「薬草」、サルナシ、ハスカップ

等の「果実」、その他「山菜類」、「きのこ類」の採

取が可能となる内容となっています。

同契約締結に向けて実施された資源調査におい

て、千歳では絶滅したと考えていたオヒョウが発

見されたことも大きな成果であるとのことで、今

後、国有林を活用した活動に向けての期待を述べ

られました。 

読み切り漫画 
「改質リグニン」 
公開しました 

アイヌ共用林野
契約締結式
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も り 今月の木 「エゾヤマザクラ」 

 今月はエゾヤマザクラのイラストを表紙

の月数字のうしろに掲載しました。 

花と葉がほぼ同時に開き、葉ははじめ赤

みかかっています。 

詳しくは、ホームページの 
「北海道の木のえほん」 
をご覧ください。 

今
月
の
表
紙 

北海道森林管理局で「日本のお山森アゲ隊」 

－冬の森林官編－ 第 2 弾動画を作成！ ！

北海道森林管理局では林野庁（非）公認キャラクターの「林リン子」がナビゲーターとなり、職員の

特技を活用して日本の森林・林業・木材産業を盛り上げる「日本のお山森アゲ隊」シリーズの作成を開

始しました。今回はシリーズ第二話目となる「冬の森林官編」として、北海道ならではの冬の森林官の

お仕事を紹介しています。 

是非ご視聴ください。 

YouTube へのリンク  

https://www.youtube.com/watch?v=NAHN3Ytz0Mo 

こちらもお楽しみください。 

漫画で学ぶ森林・林業・木材産業の魅力へ 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/square/kinoehon/index.html 

漫画で楽しく学ぶ森林・林業・木材産業の魅力へ 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/tosyo/manga.html 

もり
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